
令和２年１２月１７日 
みどり３３推進担当部  
み ど り 政 策 課  

 
東京都市計画公園の変更について（第８・２・３７号北烏山農業公園） 

 
１ 主旨 
「世田谷区都市整備方針（平成２７年４月）」の「都市整備の基本方針」の将来目

標を実現するためのテーマ別方針「みどり豊かで住みやすいまちをつくる」において、

農地保全のため、農地保全重点地区を中心に都市計画公園・緑地に指定し、農業公園

などとして整備を進めるとしている。 

また、「世田谷区みどりの基本計画（平成３０年３月）」の取り組み方針「農のみど

りの継承」においては、農地保全方針に基づく取り組みの推進として、農地保全重点

地区内では、農業振興等拠点として活用できる農地及び屋敷林を、あらかじめ農業公

園として都市計画決定し、所有者が農地を手放さざるを得なくなった時に、区が農地

を取得して農業公園として整備することで、農地を長期的に保全するとしている。さ

らに、「世田谷区農地保全方針（平成２１年１０月）」においては、農地保全重点地区

を指定し、地区毎の特性に応じた農地等の保全策を講じたうえで、農業振興等拠点の

整備を図ることとしている。 

世田谷区北西部の農地保全重点地区（北烏山・給田地区）に位置する計画地は、一

部都市緑地法に基づく北烏山九丁目屋敷林特別緑地保全地区及び、市民緑地となって

おり、計画地内の生産緑地と一体的に昔ながらの世田谷の農の風景を感じることがで

き、農業振興等拠点として適した場所である。 

こうしたことから、農地及び農の風景を保全し、農業振興等拠点として整備するた

め、都市計画公園の配置及び機能について検討した結果、北烏山九丁目地内における

約０．６ヘクタールの区域について、第８・２・３７号北烏山農業公園を都市計画決

定しようとするものである。 
 
２ これまでの経緯 
 令和２年１０月 都市計画審議会（報告） 

１１月 都市整備常任委員会（都市計画案の報告） 
         都市計画法第１７条に基づく都市計画案の広告・縦覧 
 
３ 概要 
（１）名称 第８・２・３７号北烏山農業公園 
（２）区域 計画図表示のとおり 
（３）面積 約０．６ｈａ 
 
４ 都市計画案に対する縦覧・意見書の提出について 
（１）縦覧・意見書受付期間：令和２年１１月１２日～１１月２６日 
（２）意見書の提出：なし 
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５ 今後のスケジュール（予定） 
 令和２年１２月 都市計画審議会（諮問） 
令和３年 １月 都市計画変更決定・告示 
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都市計画の案の理由書 

 

１  種類・名称 

東京都市計画公園 第８・２・３７号北烏山農業公園 

 

２ 理 由  

 「世田谷区都市整備方針（平成２７年４月）」の「都市整備の基本方針」

の将来目標を実現するためのテーマ別方針「みどり豊かで住みやすいま

ちをつくる」においては、農地保全のため、農地保全重点地区を中心に

都市計画公園・緑地に指定し、農業公園などとして整備を進めるとして

いる。また、「世田谷区都市整備方針」の「地域整備方針」における烏山

地域のテーマ別の方針「みどり豊かで住みやすいまちをつくる」では、

地域内に広がる農地を貴重な環境資産として、農業に対する区民の理

解・関心を高めることにより、緑地空間として保全し活用するとしてい

る。  
 「世田谷区みどりの基本計画（平成３０年３月）」の取り組み方針「農

のみどりの継承」においては、農地保全方針に基づく取り組みの推進と

して、農地保全重点地区内では、農業振興等拠点として活用できる農地

及び屋敷林を、あらかじめ農業公園として都市計画決定し、所有者が農

地を手放さざるを得なくなった時に、区が農地を取得して農業公園とし

て整備することで、農地を長期的に保全するとしている。さらに、「世田

谷区農地保全方針（平成２１年１０月）」においては、農地保全重点地区

を指定し、地区毎の特性に応じた農地等の保全策を講じたうえで、農業

振興等拠点の整備を図ることとしている。 

 世田谷区北西部の農地保全重点地区（北烏山・給田地区）に位置する

計画地は、一部都市緑地法に基づく北烏山九丁目屋敷林特別緑地保全地

区及び市民緑地となっており、計画地内の生産緑地と一体的に昔ながら

の世田谷の農の風景を感じることができ、農業振興等拠点として適した

場所である。  
こうしたことから、農地及び農の風景を保全し、農業振興等拠点とし

て整備するため、都市計画公園の配置及び機能について検討した結果、

北烏山九丁目地内における約０．６ヘクタールの区域について、第８・

２・３７号北烏山農業公園を都市計画決定しようとするものである。  
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